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し
て
い
る
。

３
月
７
日
に
白
樫
さ
ん
の

山
椒
園
で
開
催
し
た
「
剪
定

と
栽
培
管
理
」
の
講
習
会
に

は
、
市
内
の
農
家
約
20
人
が

参
加
。
南
丹
市
農
業
委
員
会

の
上
田
純
二
会
長
も
参
加

し
、
「
中
山
間
の
遊
休
農
地

を
活
用
し
て
、
朝
倉
山
椒
の

生
産
拡
大
を
推
進
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
。

い
る
が
、
近
年
は
生
産
量
が

減
少
し
、
需
要
に
供
給
が
追

い
つ
か
な
い
状
況
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
南
丹
市
は
、
一

昨
年
か
ら
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
み
、
栽
培
希
望

者
を
募
集
。
特
産
品
と
し
て

増
産
と
定
着
を
め
ざ
し
て
、

京
丹
波
町
の
白
樫
貢
さ
ん
を

講
師
に
、
挿
し
木
、
剪
定
、

栽
培
管
理
の
講
習
会
を
開
催

い
。
日
陰
が
必
要
な
の
で
中

山
間
地
域
で
の
栽
培
に
適
し

た
〝
高
齢
者
も
取
り
組
み
や

す
い
作
物
〟
だ
。

朝
倉
山
椒
は
、
京
都
の
食

文
化
を
支
え
る
産
品
の
一
つ

と
し
て
各
地
で
栽
培
さ
れ
て

園
部
藩
が
江
戸
幕
府
に
献

上
し
た｢

朝
倉
山
椒｣

を
南
丹

市
の
特
産
に
復
活
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
２
年
目
を
迎

え
、(

公
財)

園
部
町
農
業
公

社
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

か
ら
借
り
た
園
部
町
南
八
田

の
休
耕
地
13
㌃
に
朝
倉
山
椒

の
苗
木
50
本
を
定
植
。
休
耕

地
を
山
椒
で
再
生
す
る
モ
デ

ル
園
を
設
置
し
た
。

朝
倉
山
椒
は
、
熊
や
猿
が

食
べ
な
い
の
で
獣
害
に
強

会
を
開
催
し
、
プ
ラ
ン
原
案

の
説
明
と
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
上
夜
久
野
全

域
を
一
本
化
し
た
京
力
農
場

プ
ラ
ン
で
は
、
平
場
は
「
個

人
担
い
手
と
農
業
法
人
に
農

地
を
集
積
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
水
稲
・

小
豆
等
の
栽
培
」
を
、
山
間

部
は
「
個
人
担
い
手
と
集
落

営
農
組
織
が
水
稲
・
ソ
バ
と

農
作
業
受
託
で
農
地
保
全
」

を
め
ざ
す
方
向
で
一
致
。
ま

た
、
野
菜
市
な
ど
多
様
な
販

路
に
対
応
し
た
少
量
多
品
目

の
野
菜
栽
培
や
、
ブ
ラ
ン
ド

産
品
「
万
願
寺
甘
と
う
」
の

拡
大
も
位
置
づ
け
た
。

今
後
は
、
上
夜
久
野
農
地

水
環
境
保
全
協
議
会(

会
長

は
藤
原
進
農
業
委
員)

と
も

連
携
し
、
地
区
推
主
体
で
プ

ラ
ン
実
現
に
向
け
た
活
動
を

具
体
化
し
て
い
く
。
そ
の
先

頭
に
立
つ
谷
口
委
員
は
、

「
何
か
新
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
、
元
気
で
楽
し
い

村
づ
く
り
と
営
農
体
制
の
整

備
を
進
め
た
い
」
と
意
欲
的

だ
。

(

な)

を
も
と
に
、
「
地
区
推
」
と

し
て
広
域
営
農
体
制
を
検
討

し
、
各
営
農
組
合
や
担
い
手

農
家
の
機
械
導
入
の
要
望
把

握
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
。
機
械
の
導
入
希
望
を
取

り
ま
と
め
た
上
で
、
今
年
２

月
24
日
に
再
度
プ
ラ
ン
検
討

２
６
戸(

57
％)

か
ら
回
収
し

た
。
そ
の
結
果
、
後
継
者
不

在
が
過
半
数(

55
％)

で
、
５

年
後
の
意
向
で
は
、
規
模
縮

小
と
離
農
の
回
答
が
47
％
も

あ
る
実
態
が
判
明
し
た
。

昨
年
11
月
の
プ
ラ
ン
検
討

会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

械
更
新
を
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
危
機
感
か
ら
、

上
夜
久
野
地
区
推
で
は
、
昨

年
２
月
、
上
夜
久
野
全
域
で

地
域
農
業
の
将
来
像
を
描
く

広
域
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
向
け

て
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

決
め
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
地
域
の

現
状
を
把
握
し
役
員
で
共
有

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
実

施
３
９
４
戸
に
配
布
し
２

福
知
山
市
上
夜
久
野
地
区

（
24
集
落
、
11
営
農
組
合
）

で
は
、
谷
口
清
成
推
進
委
員

が
中
心
と
な
り
「
地
区
営
農

推
進
協
議
会
」
（
※
）
を
活

性
化
。
過
疎
化
と
高
齢
化
が

進
み
、
集
落
の
農
区
や
営
農

組
合
が
単
独
で
は
農
地
保
全

や
営
農
継
続
が
困
難
な
現
状

を
踏
ま
え
、
上
夜
久
野
全
体

で
京
力
農
場
プ
ラ
ン
一
本
化

の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

後
継
者
不
足
や
不
在
地
主

の
増
加
、
米
価
低
迷
な
ど
営

農
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、

各
集
落
や
営
農
組
織
の
エ
リ

ア
で
担
い
手
を
確
保
し
、
機

さ
に
農
地
利
用
の
最
適
化

だ
。
▼
地
域
の
話
し
合
い
を

リ
ー
ド
し
、
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
ま
と
め
、
実
現
を

め
ざ
す
こ
と
が
委
員
の
使
命

で
あ
る
。
プ
ラ
ン
を
法
定
化

し
た
「
地
域
計
画
」
を
策
定

し
な
い
と
、
農
業
振
興
の
施

策
の
対
象
外

に
す
る
方
向

を
国
は
示
し

て
い
る
。
▼

地
域
を
リ
ー
ド
す
る
農
業
委

員
等
の
意
識
改
革
が
な
け
れ

ば
、
施
策
の
実
効
性
は
確
保

で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

地
域
農
業
や
農
地
を
維
持
で

き
ず
、
農
村
が
崩
壊
す
る
と

恐
し
さ
を
感
じ
る
の
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
。
（
Ｋ
Ｔ
Ｂ
）

こ
と
が
仕
事
だ
と
思
い
込
ん

で
い
る
。
事
務
局
も
人
材
が

不
足
し
対
応
で
き
て
い
な

い
。
意
識
の
改
革
が
必
要

だ
。
▼
農
地
を
守
る
こ
と
が

委
員
の
仕
事
で
も
、
集
落
の

現
実
は
、
高
齢
化
や
獣
害

で
、
後
継
者
も
農
地
を
預
か

る
人
も
な
く
、
将
来
の
展
望

が
な
い
。
従
来
型
の
「
法
律

で
農
地
を
守
る
仕
事
」
よ
り

も
、
「
ど
う
す
れ
ば
農
地
を

守
れ
る
か
」
「
地
域
と
し
て

将
来
も
守
る
べ
き
農
地
は
ど

こ
で
、
誰
が
ど
う
守
る
か
」

ま
で
踏
み
込
む
業
務
が
、
ま

▼
農
業
委
員
会
法
改
正
で

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
が

必
須
業
務
と
な

り
６
年
経
過
し

た
が
、
あ
る
委

員
会
で
は
「
最

適
化
の
協
議
・
情
報
交
換
」

が
行
わ
れ
ず
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
「
何
を
し

て
良
い
か
分
か
ら
な
い
状

態
」
に
あ
る
。
法
の
趣
旨

が
、
委
員
の
腑ふ

に
落
ち
て
お

ら
ず
、
「
農
地
の
番
人
」
と

し
て
地
域
に
睨に

ら

み
を
き
か
す

壽
寶
寺
か
ら
命
名
し
た
。
す

で
に
販
売
中
の
第
１
弾
「
佐

牙
」
は
、
「
祝
」
特
有
の
な

め
ら
か
な
甘
み
と
、
ま
る
み

の
あ
る
飲
み
口
が
特
徴
で
、

１
本
（
７
２
０
㍉
㍑
）
税
込

み
３
８
５
０
円
（
原
酒
は
税

込
み
４
４
０
０
円
）
。
京
田

辺
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
登
録
さ
れ
、
注
目

を
集
め
て
い
る
。
第
２
弾
の

「
壽
寶
」
は
５
月
初
旬
に
発

売
す
る
予
定
だ
。

会
員
で
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
小
泉
辰
夫
さ
ん

（
66
）
は
、
「
地
域
の
農
地

を
守
り
な
が
ら
、
若
い
人
と

一
緒
に
儲も

う

か
る
農
業
を
模
索

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

い
る
。

（
京
田
辺
市
農
業
委
員
会
）

牙が

」
と
純
米
吟
醸
「
壽じ

ゅ

寶ほ
う

」

を
商
品
化
し
た
。

商
品
名
の
「
佐
牙
」
と

「
壽
寶
」
は
、
い
ず
れ
も
山

本
地
区
に
あ
る
佐
牙
神
社
と

京
田
辺
市
の
山
本
農
家
ク

ラ
ブ
は
、
休
耕
田
約
２
㌶
で

酒
造
好
適
米
「
祝
」
の
栽
培

に
取
り
組
み
、
６
年
の
歳
月

を
か
け
て
純
米
大
吟
醸
「
佐さ

す
る
整
体
師
と
し
て
日
々
奮

闘
中
で
す
。

荒
廃
し
て
い
く
水
田
や
茶

畑
を
再
生
し
て
い
き
た
い
と

頑
張
る
彼
女
の
姿
を
見
て
い

る
と
、
農
と
関
わ
る
人
を
応

援
す
る
施
策
の
拡
充
が
本
当

に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
生
き
方
を
受
け
入

れ
る
持
続
可
能
な
農
村
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
農
業
委
員

と
し
て
、
「
農
業
を
志
す
移

住
者
が
、
な
か
な
か
農
地
を

借
り
ら
れ
な
い
」
と
い
う
問

題
の
解
決
が
不
可
欠
で
あ
る

と
提
起
し
ま
す
。

（
南
山
城
村
農
業
委
員
会

・
福
中
陽
子
委
員
）

に
、
農
業
を
中
心
に
頑
張
る

東
大
阪
出
身
の
吉よ

し

田だ

洋ひ
ろ

子こ

さ

ん
（
37
）
が
い
ま
す
。

祖
父
の
影
響
で
「
農
業

を
し
た
い
」
と
思
い
、
５

年
前
に
移
住
。
「
半
農
半

整
体
師
」
と
し
て
、
30
㌃

の
農
地
で
水
稲
と
野
菜
を

育
て
な
が
ら
、
人
々
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
提
供

自
然
に
親
し
み
た
い
、
農

と
関
わ
り
た
い
と
南
山
城
村

に
移
住
し
た
約

世
帯
の
中

半
農
半
Ｘ(

整
体
師)

で
移
住

南
山
城
村

吉
田
洋
子
さ
ん

た
水
で
水
耕
栽
培
）
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

初
期
投
資
を
抑
え
る
た
め
建
設

業
の
強
み
を
活
か
し
、
使
わ
な
く

な
っ
た
建
設
資
材
で
施

設
を
整
備
。
山
か
ら
流

れ
込
む
水
で
鯉コ

イ

を
養
殖

し
、
魚
の
糞
が
養
分
と

な
っ
た
水
で
レ
タ
ス
な

ど
葉
物
野
菜
を
無
農
薬

で
栽
培
し
て
い
る
。

今
年
か
ら
規
模
を
拡

大
し
ホ
ン
モ
ロ
コ
と
テ

ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
に
も

注
力
す
る
予
定
。
「
新

た
な
特
産
品
づ
く
り
に

挑
戦
し
、
与
謝
野
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
元
気
に
語
っ

た
。（

与
謝
野
町
農
業
委

員
会
）

砂
後
建
設
㈱
代
表
の
砂
後
隆
正

さ
ん(

39)

＝
写
真
＝
は
、
社
内
に

農
業
部
門
を
立
ち
上
げ
、
ア
ク
ア

ポ
ニ
ッ
ク
ス
（
魚
の
養
殖
に
使
っ

建
設
業
か
ら｢

農
業+

水
産
業｣

に
新
規
参
入

与謝野町 砂後建設代表

砂後隆正さん

農
地
利
用
の
最
適
化

こ
の
ま
ま
で
は
農
村
が
崩
壊

守
る
べ
き
農
地

誰
が
ど
う
守
る
か

府
内
の
農
業
委
員
会
委
員
７
０
０
人
が
地
区
連
絡
会
議

（
地
区
連
）
を
拠
点
に
現
地
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
伴

走
す
る
農
業
会
議
の
現
地
推
進
役
が
各
地
の
取
り
組
み
を

毎
回
紹
介
す
る
。

福
知
山
市

上
夜
久
野
地
区
営
農
推
進
協
議
会

福
知
山
市

上
夜
久
野
地
区
営
農
推
進
協
議
会

福
知
山
市

上
夜
久
野
地
区
営
農
推
進
協
議
会

南丹市･園部町農業公社が

モデル園を設置

京
力
農
場
プ
ラ
ン
一
本
化
で

地
域
農
業
を
再
編

モ
デ
ル
園
に
朝
倉
山
椒
を
植
栽

休
耕
田
で｢

祝｣

栽
培

京
田
辺
市･

山
本
農
家
ク
ラ
ブ

三
山
木
山
本
の
日
本
酒
を
商
品
化

「
佐
牙
」
純
米
大
吟
醸
（
左
）

と
純
米
大
吟
醸
原
酒
（
右
）
を

Ｐ
Ｒ
す
る
小
泉
委
員

休耕地に朝倉山椒植えて特産育成

※
地
区
営
農
推
進
協
議
会

（
略
称
「
地
区
推
」
）
＝

福
知
山
市
内
に
21
組
織
あ

り
、
農
業
委
員
会
委
員
と

集
落
の
農
区
長(

農
業
委

員
会
補
助
員)

、
営
農
者

な
ど
で
構
成
。
会
長
は
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
務
め
る
。

獣
害
に
強
く
中
山
間
に
最
適

上夜久野地区京力農場プラン作成にかかる検討会（２月日）
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